
事故・災害
Natural Disasters and Their Damages
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市町村 長野市
小川村 白馬村 小谷村 合計※

地区 全体※ 第二、浅川、
若槻 鬼無里 中条

人的被害
（人）

重傷者 2 4 3 10
軽傷者 10 1 19 1 36

住家被害
（棟）

全壊 5 1 1 2 37 6 50
半壊 25 1 23 1 11 22 27 91
一部損壊 988 387 212 126 197 136 1426

表1　人的被害および住家被害の状況（1、2）（※その他の市町村、地区を含む）

道路

高速道路 坂城IC ～信濃町IC，全面通行止 11/23 解除

国道
148号、通行止 12/ 9 解除、片側交互通行
406号、通行止 12/ 7 解除、片側交互通行

県道

長野大町線（31号）、通行止 11/23 解除、片側交互通行
白馬美麻線（33号）、通行止 迂回路有り、一部区間通行止
川尻小谷糸魚川線（114号）、通行止 12/12 解除、片側交互通行
信濃信州新線（36号）、通行止 11/28 解除、片側交互通行
入山小市線（406号）、通行止 11/25 解除、片側交互通行
飯綱高原芋井線（453号）、通行止 11/23 解除、片側交互通行
長野戸隠線（76号）、通行止 12/ 4 解除、片側交互通行
奉納中土停車場線（330号）、通行止 12/20 現在、通行止

鉄道 大糸線 信濃大町～平岩間で不通、12/7全面復旧

表2　道路・鉄道の被害と復旧の状況（1）

公共土木施設被害（下水道施設を含む） 約 87 億円（12/ 1 現在、速報値）

農業関係被害
農地・農業用施設被害 約 21 億円（12/ 5 現在、速報値）
農水産物被害 約 8,200 万円（12/ 5 現在、速報値）

林業関係被害
林道施設被害 約 1億円（12/ 8 現在、速報値）
特用林産物関係被害 約 450 万円（12/15現在、速報値）

表3　被害額（1）
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図1　�長野県北部を震源とする地震（2014年11月）の被害の概略（1〜 3）（国土地理院標準地図に加筆、震源と震度分布は気象庁推計震度分布図に基づ
く概略）

参考文献　�（1）長野県：長野県神城断層地震による県内の被害状況等（2014年12月20日15時00分現在）� �
（2）長野市：平成26年11月22日22時08分頃発生長野県神城断層地震による被害について（第12報2014年12月19日12時00分現在）� �
（3）長野県：�長野県、国土交通省緊急災害派遣隊（TEC-FORCE）による土砂災害危険箇所の緊急点検結果について（2014年12月2日プレスリリース）
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写真10　�小川村瀬戸川�路面の段差（撮影：千代
田コンサルタント 山浦直人氏）➡図1⑩

写真9　�白馬村堀之内�液状化によるマンホールの浮き上がり
と噴砂の跡➡図1⑨

写真3　�小谷村土谷川�奉
ぶ

納
のう

大
おお

橋
はし

支承の変状➡図1③写真4　�小谷村千国�JR大糸線の土砂崩壊（撮影：岐阜大学 能島暢呂教授）➡図1④

写真5　�白馬村立の間�国道148号の斜面崩壊
➡図1⑤

写真6　�白馬村塩島�神城断層直上付近の地表面変状（1m程度の段差）➡図1⑥

写真7　白馬村堀之内�擁壁の転倒と裏込め土の崩壊➡図1⑦写真8　白馬村堀之内�公民館の損壊とその前の墓石の転倒➡図1⑧

写真1　�小谷村中谷川左岸�かくれ沢の地すべり（幅170m、長さ200m）（撮影：富山県立
大学 畠俊郎准教授）➡図1①

写真2　�小谷村土谷川右岸�アンカーロッドの破断・引抜け
➡図1②
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写真11　�長野市鬼無里中学校�校庭の亀裂（提供：長野市教育委員会）、門柱の転倒➡図1⑪

写真12　�長野市中条�音楽堂裏の焼却炉
のせん断破壊➡図1⑫

写真18　長野市善光寺�鐘楼基礎の崩壊と石灯籠の倒壊➡図1⑱写真19　�長野市若槻�蚊里田配水池事務所擁壁の
亀裂（長さ16m程度）➡図1⑲

写真17　�長野市郷路山�土砂崩落の拡大と落石対策➡図1⑰ 写真16　長野市旭山山麓裾花川右岸�土砂崩落の拡大➡図1⑯

写真15　�長野市中曽根�道路の段差（長さ
100m程度）➡図1⑮

写真14　�長野市芋井小中学校�石垣の
崩壊➡図1⑭

写真13　�長野市広瀬�地すべりと道路の亀裂➡図1⑬
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